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恭 JSL根大学支f!f!学部ll:物学教室

- 21ー



54 務類第8巻第2号昭和35年 8月

県新井の各地点からの採集により，ζ れまでの産地北泌道積丹美国を加え，

4地点を数えるに至った。また筆者(1960)は，ζ れらの材料の中K少数例認

められた分校について，環境要因，4守lζ人為的水系区である水田のよう な，

水温変化のいちぢるしい，また止水的な条件lζ起凶する異常的な現象による

ものと推祭しため。 一方乙のような)j'~常分校にともなって現われる副次的な

他の形態上の異'者型，さらに一般的な形質の変異性についての観祭を行なっ

たが，本藻の形態ならびに生態上の属性を扱ううえの一資料として，ζζ に

その結果を報告したい。

A. 主軸lζみられる長細胞と短細胞の配列については，各地の材料ともほぼ

規則的であるが，筆者もすでに指摘したようにペ 成長の段階による多少の

不規則性が各地方産の材料に認められる。 各々の細胞の大きさについては

(Fig. 1 ; A.)にみられるような変異のはばがみられる。図中 MXは主44lJ細胞

のはばの平均値 MY，は短細胞の長さの平均値，MY2 は長細胞の長さの平

均値を示す (Fig.1 ; C参照)。 乙れらの変異のなかでも Y2は短めて分散 し
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た状態を示しているが，とのこ とは， 明らかに主執hにおける介在的な成長に

よるものであり ，みかけ上の短細胞から長細胞への成長過程にあるものの存

在に起因している。しかし，乙乙 l乙現われた変災のはばは，いずれも SMlTH

& KL YVER (1929)の原記載η ともよく一致しているし， また分校を有する点

で問題となる Ds.indicaよりも小さく ，その変異の状態も?IO述続である九

ととろで ζれらの形世の中に現われてきた異常型についてみると，

a) 短細胞のはばがせまし ζ のために藻体の一部1<::くびれを生ずるもの

がみられた (Fig.II ; 1)。 多くの場合，とれより起出する fasciculesの細

胞は，他の部分よりよく発達しているのが認められる。しかし後述する主

乾ilの分校との関迎性は認め難い。

b) 短細胞の配:9IJ上の異常としては，いわゆるみかけ上の短細胞のj)]続と

は異なった，いずれも fasciculesを起出する真の短細胞の辿統的に配列す

る場合が認められた (Figs.n ; 2， 3)。とれらは，旭川およひ‘中i努別産の材料

中lとのみ認められ，その出現の頻度は極めて少 く数例を数うるにすぎない.

B. 本種の fascicules1<::ついては， 極めて特徴的な 2~3 又状のフォ ー ク状

分校，および cuneiform; くさび状の細胞により構成されていることは，筆

者の積丹産の材料の観察結果{ζも報告したり・へ この点K関しては， 各地の

材料とも， よく一致しているのであるが，fascicules全体の大きさ (Fig.1 ; 

C， ZI)についてみると可成大きな変異のはばがみられる。 乙の乙とは，ひと

つには fasciculesの発生の諸段階のものが混在しているというととにも原因

するものであろうが，一方において， その縦配列細胞数 Z，(Fig. 1 ; C.)をみ

ると，発生初期のものでは，むしろとれに対応する fasciculesの長さ分の変

異のはばが小さく ，ある程度完成されたものでは，かえって変異のはばが大

きくなっているのが認められる (Fig.1 ; B.)。乙のことは，極めて興味深い現

象であり ，fasciculesの形成が， 細胞の分裂期と二次的な細胞そのものの成

長期との複合によるものである乙とを示している。なほ乙のような一般的な

形質から，はなれた異常型としては，

a) 旭川産の材料のrtK， fasciculesの先端部{ζ， 二次的な小形の fasci-

cul巴S が形成された例が認められた (Fig.II ; 5.10 しかし， このよ うな

accessory fasciculesがさらに成長して， 主軸細胞と相同の形態をもった

分校となる ζ とは認められていない。

b) 先端部にみられる毛様突起については，原記載にみられるような，比
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Fig. II. Drapanlaldiopsis にみられる異常形態

1.短剣j胸部にみられるくぴれ 2-3.知細胞の異常配列 4， 7成長l交の

契る fascicules 5. accessory fascicules 6， 9， 11.異常分校の形成過程

S， 10.仮綴の起出と異常分校
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較的細く無色の 1-2細胞より成るものに対して，幾分太く短い細胞が 3-6

個連続してできた毛機突起が認められたが，特lζ大きな忠義をもつものと

は三考えられない。

C. 仮根については SMlTH& I<L YVERの原記載にもみられるように，極め

て稀であ り，桔丹産の材料では認めることができなかったが，旭川産の材料

では比較的多数例を認め得た。乙れらはいずれも，主軸の短細胞に起因する

ものであり， 発生的には fasciculesと相同のものと考えられる (Fig.II ; 8.).。

また例外的H::::，長細胞より起出したものも一例を認めたが，乙の場合も，ま

た短細胞から起出する場合も共lζ細胞の中央部から起出がみられている。 乙

のととは SMITH& Iu YVERη の指摘せる本属の属性のひとつとして，特!と

Draρarnaldia属における fasciculesおよび仮根の起出部位の細胞内におけ

る極性分化と比較する時，誠lζ興味深い。

D. 主軸における分校については，現在の資料から考えると ，1)出現頻度の

低いこと， 2)いずれも極めて人為的な， しかも水田というような温度変化の

大きい，農薬などの影響の受け易いj上水的な条件下にのみみられること， 3) 

同時に他の形質上の呉1常型が出現している乙と，などから特異な環境条件下

に生じた，崎形的なものと推察され得る。乙れらの異常分校lζついてみると

発生的Kは，fasciculesの二次的な unlimitedgrowth によるものであり ，

乙の点 Ds.indicaにおける分校と同様の要因によっている九 乙の発生の

ongmとなるのは，fasciculesの basalcellsであり，乙れの二次的な分裂に

より，主軸と同様の長 ・短細胞の交互配列をもった分校が形成され，さらに

二次的な fasciculesの発生したものが認められた (Figs.II ; 6， 9， ll.)， 従っ

て二次的に派生する分校は，短細胞部にのみ起り，主軸!と対して，対生ない

しは輪生する結果が認められる (Fig.II ; 10.)。またとのような分校部{ζは仮

根の形成が，比較的多い傾向が認められた。

本藻を含む Chaetoρhoraceae特lζ Chaetoρho問。e族に所属する藻類の

大部分は，その分類上の属性の大部分が，藻体の vegetative structureを基礎

として扱われている。 ζ のととは FOREST，H. S. (1956)'川ζよれば， 環境条件

の差により，乙れらの属性が可成りはば広い変異性をあらわし得るものであ

り，乙のことは，乙れら のE菜類の分類上の重要な問題点のひとつとして考え

おくべき乙とを指摘している。深瀬 (1958)6)1ζよれば，本邦庄の Clonioρhora

が，その環土克条件の差{ζより ，Sligeoclonium型および Draρarnaldia型の
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二つの生態型を示すことを報告しているのは興味深い。

とこ ろで Ds.alpinaについては， 比較的近年lζ至るまで typ巴 locality

からのみ知られていたものであり， 少なく とも今日我々の知る typeの全属

性については， 限られた環境条件下にみられる材料から抽出されたものであ

る。 乙の点，本邦j主の材料が，比較的広範な条件下に産出されたものであり

その中に現われた変異性および異常型は，本種の属性分析の上にも意義があ

るもの と思われる。

おわりに，常日頃御指導をいただき，また本稿の街l校聞をいただいた恩

師山田幸男教授に深く感謝の志を表わす。

また始終多くの御教示と御力添をいただいている神戸大学広瀬弘幸教授

に深く感謝の立を表わす。

また貴重な材料を各Jl恵与いただいた東京教育大学山岸高旺氏lと深く感謝

の意を表わす。

Resum長

Several morphological trends of ]apan巴seDraρarnaldiopsis are d巴scribed， and 
a consideration for these phenomena has been done. 

The mode of variance， th巴 distributionalpattern of value， the diamet巴r(X) and 

th巴 l巴ngthof nocle (Y，) and internocle cells (Y2) are shown in the text-figure 1. 

The corr巴lationbetween th巴 lengthof fascic111es withol1t t巴rminalhairs (2，) and 
the nl1mber of constitl1ting celll1lar series of th巴 samefascic111es (22) is shown in 

the text-figl1re 1. 
Several abnor111al branches of main axis originatecl from th巴 basalcells 01 the 

fascic111es cal1secl by its l1nlimitecl growth are observ巴cl. Bl1t the OCCl1rence of these 

abnormalities is restrictecl to the materials fOl1nd in extremely arti日cialwat巴rarea 

sl1ch as a rice-fielcl (stagnant， pr巴caril1sin temperatl1re ancl agric111tl1ral mecliative 

region) of Asahigawa and Naka.yubetsl1， Hokkaiclo. USl1ally， certain abnormal trencls 

of another charact巴rare obs巴rveclin the sa m巴 brancheclfilaments 
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